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Il Pilonidal Diseaseに就いて め除去したものであら．手術としては穿顕術により血
岐阜医大第一外科村瀬晃朔 腫内容除去のみを行ったもの2例p 被膜切除を併用し
本病は瞥部正中線殊にイ山尾関節部にま子発するもので
慢性炎症性， 異物性の肉芽性反応を示し Cyst又は
Sinusとして認められ，内陸に大多数に於いて毛髪が
認められる．
本病は思春期から25才迄の間に多く認められる．そ
の発生起源は未だ決定的でなく先天性説p 後天性説p
．先六後ヲミ説等色々と述べられている．
本病は欧米人に多く見られ我国に於ては甚だ稀なる
疾病である PilnidalSinusの一例を経験したので発
表した．
12) 硬膜下血臆
岐』，：医大；；＼～；外H 上田茂夫
過去2年聞に教とをに於て経験した慢性硬膜下血腫5
例につき報告した 同期間に於ける頭部外傷入院患者
の約8%にあたり25才から56才で全例男子であった．
5例中 l例は外傷の経験なく左橋角症候群を呈し手術
により偶然先天保上硬膜下血瞳を発見しJfr.fl重並びにそ
の被膜切除を行ったものでy 他の l例は12年間短管発
作を主訴としてれ過し硬膜一［Iご慢性骨化した血臆を認、
たもの3例である．
(3) 縦隔J重疹を疑った肋膜炎症例
岐阜医大第一外科渡辺 克
最近経験せる34才男子の術前の諸臨床症状及びレン
トゲン検査により恰も縦隔腫湯を疑わせる所見を認め
たが，関胸手術によって結核性肋膜炎の誤診せるもの
であった症例に就て報告した．
(4) 教主における食道癌手術の経験
岐阜医大第二外科斎藤 晃
最近食道痛の早期発見の努力によってP根治的手術
を施行する症例が地加しつつある．我々の教室でも過
去一年間に 5例の手術をH験 したので，これらの症例
をまとめてみた．
性p 年令3 初発症状等は概ね過去の統計的観察とー
致していた．手術は食道及び胃l唆門部を切除した後
胎］腔内ft道胃吻合を行ったものでP 術後はー 例の肺浮
腫によると瓜われあ死亡以外は比較的順調な経過を辿
っていろ
術；ι払尽としての一過性下痢或は［山泌，食後胸骨後
